
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元観 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
本単元では，三角形や四角形の内角の和について理解し，それを用いて多角形の性質を考える力を

養うとともに，帰納的及び演繹的に考えるよさに気づき，今後の生活や学習に活用する態度を養うこ
とをねらいとしている。 

 
〇本単元において育成する資質・能力 

育成する資質・能力 目指す児童の姿 

Ａ 課題発見・解決能力 
課題を解決していく過程で，さらなる課題を設定することができ

る。 

Ｂ コミュニケーション能力 自分の考えをもちながら聞き，多様な考えも認めることができる。 

Ｃ 主体性 
自分で状況を判断して目的を明確にし，責任を持って行動すること

ができる。 

Ｄ 自己理解 
自己評価や相互評価により，理解の程度や感じていることなどに応

じて，以後の思考や学び，行動などに生かすことができる。  

 図形の角の大きさに着目し，図形の性質について帰納的及び演繹的に考え説明する力，および態度
を育てる。さらに，一般四角形の敷き詰めを通して，敷き詰めができる理由を論理的に考える力を育
てる。 

〇働かせる数学的な見方・考え方 

三角形や四角形，多角形の内角の和を求める学習では，図形や ICT 機器を活用して考え，その考

えを言葉や図，式を使って説明させる。また四角形や台形，平行四辺形などを敷き詰める学習を行

う際に，用紙や ICT 機器を使って活動をすることで，どんな四角形でも４つの角の大きさの和は３

６０°だから，４つの角を１点に集めれば敷き詰められることを実感させる。 
 

２ 児童観 

 本単元の学習を進めるにあたって，既習内容についての実態を把握するためのレディネステストと，

本単元で育成する「コミュニケーション能力」についてのアンケートを行った。 

（１）レディネステスト 

問題内容 通過率 

二等辺三角形，正三角形の性質が分かっている。 40％（2/5） 

二等辺三角形，正三角形を弁別できる。 80％（4/5） 

角の大きさを求めることができる。 60％（3/5） 

 

 

単
元
名 

 

児童数 ５名 

「図形の角を調べよう 図形の角」 
令和 5 年 10 月 6 日（金） 

算数科 第５学年 三原市立須波小学校 指導者 渡辺 美幸  

学習指導要領の内容項目 Ｂ 図形 Ｂ（１）平面図形の性質 

（１） 平面図形に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア（イ）三角形や四角形など多角形について簡単な性質を理解すること。 

イ（ア）図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構成の仕方を考察したり，図形の性

質を見いだし，その性質を筋道立てて考え説明したりすること。 

（２）内容の「Ｂ図形」の（１）については，平面を合同な図形で敷き詰めるなどの操作的な活

動を重視するよう配慮するものとする。 

本単元で育成する資質・能力（課題発見・解決能力） 

 



（２）資質・能力アンケート 

質問内容 通過率 

課題を解決しながら，さらなる課題を考えることができる。 100％（5/5） 

問題解決や目標達成のための筋道を計画したり，工夫したりするこ

とができる。 
100％（5/5） 

本学級の児童は， ９月初めに行ったレディネステストでの結果から，二等辺三角形や正三角形を弁

別することは 80％が定着しているが，二等辺三角形や正三角形の性質の弁別の定着率が低いことが分

かった。また，三角形や四角形の角の大きさを求めることにも課題があった。弁別はできるが，その

ものの性質まではきちんと理解できていない児童がいる。資質・能力アンケートでは，全員が肯定的

な回答をしており，課題を解決しながら，さらなる課題を考えながら意欲的に取り組んでいることが

分かった。学習に意欲的に取り組むが，発表に対して自信がもてない児童がいるため，ペア学習やグ

ループ学習の場面を取り入れることで，自分の考えをより分かりやすく相手に説明することを大切に

する。 

 

３ 指導観 

本単元では，導入においては，三角形を構成する要素の１つとして，角の大きさに着目させ，その
数量的関係から，３つの角の大きさの和が一定であることに気付かせる。まず，二等辺三角形の角の
大きさについて、３つの角の大きさの和が１８０°であることを帰納的に考える。その結果を基にし
て，いろいろな三角形でも同様のことがいえるのか帰納的に考え，調べていく。それらの活動を通し
て，「どんな三角形でも３つの角の大きさの和が１８０°になるといえそうだ」と考えることができる。 
次に，四角形の内角の和について考える。ここでは分度器を使わずに１・２時間目で学習した三角

形の内角の和は１８０°であるということを既習事項として関連付けながら演繹的に考え，多角形を
三角形に分割し，三角形いくつ分と捉えて内角の和を求めるようにする。その際，三角形や四角形の
内角の和の求め方を，筋道を立てて説明できるように学習を積み重ねておき，角の大きさを求める式
を読み取り，図で表したり，図から読み取ったり，式で表したりする活動を行うことで理解を深めて
いきたい。 
最後に敷き詰めの活動を行う。これまで学習したことを基に考えさせたり，敷き詰め模様を自分で

作ったりするなど，学習したことの活用や敷き詰めることの楽しみについても触れさせたい。 
単元を通して，考えをもつ場面で，児童に考えをもたせるための手段の一つとしてＩＣＴ機器の活

用を行い，それを使って発表させるようにする。 
 

４ 本単元の学習の関連と発展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

４年 

角の大きさ 
角度のはかり方やかき 

方を考える。 

垂直，平行と四角形 
 台形や平行四辺形，ひし
形の性質やかき方を考え
る。 

５年 

合同な図形 
 図形を構成する要素や
図形間の関係に着目し，図
形の性質を見いだす。（合
同な図形の性質，かき方） 

図形の角 
 図形の角の大きさに着
目し，図形の性質を見いだ
す。（三角形，四角形の内
角の和） 

多角形と円周の長さ 
 図形を構成する要素に着
目し，図形の性質を見いだ
す。（多角形の性質と作図） 

６年 

対称な図形 
 数の構成に着目し，筆算
の仕方を考える。 

拡大図と縮図 
 拡大図や縮図の定義や
性質，かき方を考える。 
 



５ 単元の指導計画 
全６時間 （本時 ３／６時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 時 学習活動 

知

・

技 

思
・
判
・
表 

態

度 

評価規準及び評価方法 

一 
 

 
 

 
 

 

三
角
形
と
四
角
形
の
角 

１ ・三角形の３つの角の大きさの和のきまり

を調べる。 

・二等辺三角形では３つの角の大きさの和

が１８０°であることを確認し，他の三角

形についての見通しをもつ。 

 ◎  ◎三角形の角の大きさに

着目して，内角の和の性

質を見いだし，説明して

いる。（ノート・発言） 

 

２ 

 

・いろいろな三角形について，３つの角の大

きさの和が１８０°になることを確認す

る。 

・三角形の内角の和が１８０°になること

を利用して，三角形のいろいろな角度を計

算で求める。 

◎   ◎三角形の内角の和は１

８０°であることを理

解し，計算で角の大きさ

を求めることができる。 

（ノート・発言） 

 

３ 

本

時 

・角度をはからないで，４つの内角の和を求

める方法を考え，図や式を使って表す。 

・四角形を三角形に分けると，四角形の内角

の和は３６０°になることをまとめる。 

 ◎  ◎三角形の内角の和を基

にして，四角形の内角の

和の求め方を演繹的に

考え，説明している。  

（ノート・発言） 

４ ・「五角形」「六角形」「多角形」の意味を理

解する。 

・五角形，六角形の内角の和を三角形に分け

て調べ，多角形の内角の和について表にま

とめる。 

◎   ◎多角形の内角の和は，三

角形に分けることによ

って求められることを

理解し，求めることがで

きる。（ノート、発言） 

 

二 

し
き
つ
め 

５ ・折り込みにある一般四角形の同じ図形を

並べて，すきまなく敷き詰める。 

・形も大きさも同じ四角形が敷き詰められ

る理由を考える。 

・４つの角を１つの点に集めれば，敷き詰め

られることをまとめる。 

 ◎  ◎内角の和に着目して，合

同な四角形が敷き詰め

られることの理由を考

え，筋道を立てて説明し

ている。（ノート・発言） 

 

三 

ま
と
め 

６ ・学習したことのまとめをする。 ◎   ◎基本的な問題を解決す

ることができる。 

（ノート） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元観 

 

 

  

 

 

 
第３学年では，円の概念や性質，かき方などを学習してきた。また，第４学年では面積の概念，長

方形と正方形の面積の求め方と公式を学習し，第５学年では平行四辺形，三角形，台形，ひし形など
の面積を，既習の図形に帰着して求め方を考えたり，面積公式を作り出したりする学習をしてきた。 

さらに，第５学年では，円周の長さの見当をつけたり，円周率の意味を知ったり，円周の長さを求
める公式をつくり出したりする学習をしてきた。 

本単元では，これらの学習を想起させ，円の面積の求め方について，見通しをもたせたり，考えさ
せたりしていく。 
 
〇本単元において育成する資質・能力 

育成する資質・能力 目指す児童の姿 

Ａ 課題発見・解決能力 
既習事項とのちがいに気付き，自ら課題を設定したり，課題解決に

向けて図や式を活用したりすることが出来る。 

Ｂ コミュニケーション能

力 

自分の考えを相手が理解しやすいように，自分のかいた図や式から

伝えたいことを正しく伝えることが出来る。 

Ｃ 主体性 課題の解決に向けて，自分で考えて行動することが出来る。 

Ｄ 自己理解 
自己評価や相互評価により，よりよい学習方法や学びの成果に気付

き，自分を振り返ることが出来る。 

円の面積の計算による求め方について理解し，図形を構成する要素などに着目し，図形の面積につ
いて考える力を養うことをねらいとしている。また，円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として
公式として導いた過程を振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとし
たりする態度を養うこともねらいとしている。 

〇働かせる数学的な見方・考え方 

 円の面積を求める学習では，曲線で囲まれた図形である円の面積の求め方を，既習の図形の面積の
求め方に着目していき，面積の公式を導いていく。さらに，公式として導いた過程を振り返ったり，
別の方法での公式の導き方を検討したりするなどの活動を通して，公式を多面的にとらえる見方・考
え方を働かせる。 
 

２ 児童観 
本単元の学習を進めるにあたって，既習内容についての実態を把握するためのレディネステストと，

本単元で育成する「コミュニケーション能力」についてのアンケートを行った。 

 

（１）レディネステスト 

問題内容 通過率 

直径や半径の長さから円周の長さを求めることができる。 73％（8/11） 

円に内接したり外接したりする正方形の面積を求めることができる。 27％（3/11） 

単
元
名 

 

児童数 １１名 

「円の面積の求め方を考えよう 円の面積」 
令和 5 年 10 月 6 日（金） 

算数科 第６学年 三原市立須波小学校 指導者 渡辺 美幸  

学習指導要領の内容項目 Ｂ 図形 Ｂ（３）円の面積 

（３）平面図形に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア（ア）円の面積の計算による求め方について理解すること。 

イ（ア）図形を構成する要素などに着目し，基本図形の面積の求め方を見いだすとともに，そ

の表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くこと。 

本単元で育成する資質・能力（課題発見・解決能力） 

 



平行四辺形，三角形の公式が分かっている。 64％（7/11） 

 

 

（２）資質・能力アンケート 

質問内容 通過率 

相手や目的によって，適切な手段で効果的に伝えることができる。 73％（8/11） 

自分の考えを持ちながら聞き，多様な考えを認めることができる。 73％（8/11） 

本学級の児童は， ９月初めに行ったレディネステストの結果から，直径や半径の長さから円周の長
さを求める計算は 70％以上定着しているが，円に内接したり外接したりする正方形の面積の求める計
算の定着率が低いことが分かった。また，平行四辺形や三角形の公式が正しく理解できていない児童
がいる。公式にあてはめて計算することはできるが，正方形や三角形などが重なったものの面積を求
めることが難しいことが分かった。資質・能力アンケートでは，73％の児童が肯定的な回答をしてお
り，見通しをもって課題を解決したり，自分の考えと相手の考えを比べたりと意欲的に学習に取り組
んでいることが分かった。自分の考えをもっているが，発言することが苦手な児童が多いため，ペア
学習やグループ学習を取り入れ，小集団の中で自分の考えを発言できるように配慮していく必要があ
る。 

 

３ 指導観 

本単元では，既習の図形の面積の求め方を基に円の面積を求めさせるため，既習の平行四辺形や台
形の求め方に帰着させ考えさせることを大切にする。 

まず，円の面積の求め方を考える際には，円に内接・外接する正方形を基にして考えさせたり方眼
紙に円を作図してマス目の数を数えさせたりして，およその面積を考えさせる。その後，円の面積を
求めるためには，図形の一部を変形したり移動したりして，計算による求積可能な図形に等積変形す
ることで，既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に考えさせたり，説明させたりする。例えば，
円を中心から等分して並び替え，平行四辺形に近い形を作り，円の面積を求める方法が考えられる。 

円の面積の求め方を見いだしたら，式を読んで元の円のどこの長さに着目すると円の面積を求める
ことができるのか，振り返って 考えさせることで公式に導くことができるようにする。その公式を使
って円の面積や円弧を含む図形の面積を求める。その際に  ICT 機器を活用し，公式と図形を結び付
けたり，図形カードを操作させたりして，面積を求める手立てとする。 

これらのことを説明させる際に，根拠を基に筋道を立てて説明させるために，図や式，言葉を関連
付けて説明させていく。全体の場で発表することに困難さを感じている児童もいるため，ペアトーク
等を取り入れ，少しでも自分の考えを友だちに説明できるようにする。 

 
４ 本単元の学習の関連と発展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
５ 単元の指導計画 

３年 

円と球 
円や球の性質を考える。 

四角形と三角形の面積 
 平行四辺形，三角の面積
の求め方と公式を考える。 

６年 

円の面積 
・円の面積の求め方と公
式を考える。 
・円を含む複合図形の面
積の求め方を考える。 

角柱と円柱の体積 
 角柱と円柱の体積の求
め方と公式を考える。 

およその面積と体積 
 およその面積・体積の求
め方を考える。 

中学１年 

おうぎ形の弧の長さと面積 

円柱，円錐，球の表面積と
体積 

５年 

正多角形と円周の長さ 
・正多角形の概念と性質
を考える。 
・円周の長さの求め方と
公式を考える。 



全６時間 （本時 ４／６時） 

次 時 学習活動 

知

・

技 

思
・
判
・
表 

態

度 

評価規準及び評価方法 

一 
 

 
 

 
 

 

円
の
面
積 

１ 

２ 

・既習の面積の求め方を活用して，およその

面積を求める。 

  ◎ ◎円のおよその面積を，単

位面積の何個分の考え

や円に外接，内接する正

多角形などを基にして

求めようとしている。   

（ノート・発言） 

３ 

 

・前時の学習を振り返り，より簡単で正確に

円の面積を求める方法を考える。 

 ◎  ◎図形を構成する要素な

どに着目し，円の面積の

求め方を図や式を用い

て考え，説明している。 

（ノート・発言） 

４ 

本

時 

・複合図形の面積の求め方を，図や式を用

いて考える。 

 ◎  ◎円を含む複合図形の面

積について，既習の求積

可能な図形を基にして

分割して考え，図や式を

用いて説明している。 

（ノート・発言） 

二 
 

ま
と
め 

５ ・体育館と運動場のトラックの内側の面積

を求める。 

 ◎  ◎面積の求め方を考え，図

や式を用いて説明して

いる。 （ノート、発言） 

６ ・学習内容の定着を確認する。  ◎  ◎数学的な着眼点と考察

の対象を明らかにしな

がら，単元の学習を整理

している。 

（ノート・発言） 



６ 本時の目標・評価基準 【５・６年生 複式学級】 

 ☆ 本時で重視するファシリテーター力を下の１０項目の中から選び，本時案に記載する。 
【教師の「ファシリテーター力」１０項目】 
①日常生活との関わりや児童にとって必要感のある教材。 
②めあて，まとめ，評価の整合性がとれている。 
③目標の達成に向かう発問。 
④多様な見方・考えを引き出す手立てがあり，有効である。 
⑤児童の多様な見方・考え方を整理・分析する。 
⑥教師が話しすぎず，児童の言語活動を充実させる。 
⑦児童自らが考え，行動する学習。 
⑧児童の思考の手がかりになる，あるいは，児童にとって学習の流れが分かりやすい板書。 
⑨授業の終わりに今日の学びや自己の成長について振り返る時間を設ける。 
⑩ICTを有効に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 第６年 

本時の目標 四角形の内角の和を考える活動を通して，既習の三角形の内角の和を基にす

ればよいことに気づき，図や式を用いて説明することができる。 

複合図形の面積を求める活動を通して，複合図形は既習の図形の組み合わせであることに気

づき，円の面積と関連付けながら図形を分けたり，引いたりして面積の求め方を考え，説明す

ることができる。 

評価規準 Ａ三角形に内角の和を基にして，四角形の内角の和の求め方を演繹的に考え，

説明している。 

Ｂ三角形に内角の和を基にして，四角形の内角の和を求めることができる。 

Ａ円を含む複合図形の面積について，既習の求積可能な図形の面積を基にして分割して考え，説 

明している。 

Ｂ円を含む複合図形の面積について，既習の求積可能な図形の面積を基にして分割して考えてい 

る。 

支援 まずは三角形を作らせるために，頂点からどのかに補助線を引くよう 

声かけを行う。 

面積を求めるためには，どこの部分が分かりたいのかを問い，必要な図形を考え，操作でき 

るように声かけを行う。 



７ 学習の展開 

第５学年                         第６学年 

〇指導上の留意事項 

☆評価基準 ○I ICTの活用  

○フファシリテーター力 

●努力を要する」状況と判断した児童への支援 

学習活動 

◎主な発問 ・予想される児童の反応 

指導者 

学習活動 

◎主な発想 ・予想される児童の反応 

〇指導上の留意事項 

☆評価基準 ○I ICTの活用 

○フファシリテーター力 

●努力を要する」状況と判断した児童への支

援 

〇三角形の内角の和を確認し，どのよう

にして求めたのか振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まずは，自分の考えた方法で角の大き

さを求めさせ，今日は角度をはからず，

切りもせずに角の大きさを求めること

示す。 

 

 

 

 

 

 

１．前時の復習をする。 

 

２．問題を読み，題意をつかむ。 

 

 

 

 

 

３．本時のめあてを確認する。 

◎めあてを考えましょう。 

 

 

 

４．見通しを立てる。 

◎問題を見て，見通しを立てましょう。 

・前に勉強した三角形の角の大きさの和

が使えそう。 

 ・切って角を合わせる。 

 ・角度をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時の復習をする。 

 ・円の面積は半径×半径×円周率で求めるこ

とができた。 

２．問題を読み，題意をつかむ。 

 

 

 

 

 

３． 見通しを立てる。 

◎問題を見て，見通しを立てましょう。 

 ・正方形の面積が使えそう。 

 ・円の１/４の面積を求めたらいいね。 

 

４．本時のめあてを確認する。 

◎めあてを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時の学習の掲示を確認しながら振

り返り，本時の課題解決のヒントとす

る。 

 

〇問題に出てくる図形を見せ，図形の重

なりを考えやすくさせる。○フ④ 

 

●どの図形が組み合わさっているのか

見つけられない児童には，半透明で色

の違う紙を用意し，手元で操作できる

ようにしたり，ICT 機器に貼り付けた

図を使って考えさせたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四角形の４つの角の大きさの和の求め方を考え，説明しよう。 

 

色のぬった部分の面積の求め方を考え，説明しよう。 

四角形の４つの角の大

きさの和は，何度にな

りますか。 

色のぬった部分の面

積の求め方を考えま

しょう。 



〇作業の用紙を複数枚用意し，必要に応

じて配布する。 

○I スライドにも図を張り付けておき，そ

こでも操作できるようにしておく。 

●解き方が思いつかない児童には，一つ

の頂点から直線を引いて四角形を三角

形に分けるよう助言をしたり，補助線

のかいた用紙を渡したりすることで考

えるヒントにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇式のみでなく，どのように考えたのか，

図や言葉で説明させる。 

〇出た考えの共通点を考えさせながら聞

かせる。○フ⑤ 

〇意見が出なかった場合は、教師から提

示する。 

○I 発表する際に，考えをモニターに提示

し，全体で共有する。○フ⑩ 

☆三角形の内角の和を基にして，四角形

の内角の和の求め方を演繹的に考え説

明している。 

 

５．自力解決をする。 

＜その１＞ 

 

 

 

 

 

 

＜その２＞ 

 

 

 

 

＜その３＞ 

 

 

 

 

 

 

６．考えを出し合う。 

◎考えたことを発表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．自力解決をする。 

＜その１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

６．考えを出し合う。 

◎考えたことを発表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇複合図形の紙を複数枚用意し，様々な

解き方を考えさせる。 

○I ICT 機器にも図を張り付けておき，そ

こでも操作できるようにしておく。 

○フ⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童には図形をもとに，説明させる。 

○I 発表する際に，考えをモニターに提示

し，全体で共有する。○フ⑩ 

☆円を含む複合図形の面積について，既

習の求積可能な図形を基にして分割

して考え，図や式を用いて説明してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０×１０＝１００  

１０×１０×３．１４÷４＝７８．５  

１００－７８．５＝２１．５  

２１．５×２＝４３ 

１００－４３＝５７    答え５７㎠ 

１０×１０×３．１４÷４＝７８．５  

１０×１０÷２＝５０ 

７８．５－５０＝２８．５  

２８．５×２＝５７  答え５７㎠ 

 

－ ＝ 

×２＝ 

－ ＝ 

 

１８０×４－３６０＝３６０ 

答え ３６０° 

１８０×２＝３６０ 

   答え ３６０° 

１８０×４－３６０＝３６０ 

答え ３６０° 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習課題を確認し，まとめを考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

○どの四角形でも，内角の和は３６０°

になることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

〇振り返りの視点に基づいて，ノートに

振り返りを書かせる。 

７．本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

８．適用問題を解く。 

◎角の大きさを求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

９．本時の学習の振り返りをする。 

◎今日の振り返りをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．本時のまとめをする。 

◎今日のまとめを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

８．適用問題を解く。 

◎色をぬった部分の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．本時の学習の振り返りをする。 

◎今日の振り返りをしましょう。 

 

〇学習課題を確認し，まとめを考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

〇形をよく見せ，補助線を引くなどをし

て考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

〇振り返りの視点に基づいて，ノートに

振り返りを書かせる。 

面積の求め方が分からないものでも，図形を組み合わせれば求めることができる。 

・四角形の４つの角の大きさの和は，四角形を三角形に分けて考える

と求めることができる。 

・四角形の４つの角の大きさの和は，３６０°。 

 

 

 

（式）８×１６＝１２８ 

８×８×３．１４÷４×２＝１００．４８ 

１２８－１００．４８＝２７．５２ 

答え ２７．５２㎠ 



８ 板書計画（第５学年） 

 

10/6 図形の角 

○め   ○自  ○チ 角の大きさを求めましょう。 

 ○集  

○問  

 

  

  

  

 

○見  

 

  

 

 

 

 ○ま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四角形の４つの角の大きさの和の

求め方を考え説明しよう。 

 

 四角形の４つの 

角の大きさの和は， 

何度になりますか。 

・前に勉強した三角形の角の大きさ 

が使えそう。 

・１８０°より大きくなりそう。 

・四角形の中に三角形を作れば求め 

られそう。 

 

 
・四角形の４つの角の大きさの和は，四角形を三角形に

分けて考えると求めることができる。 

・四角形の４つの角の大きさの和は，３６０° 

 

・どれも三角形に分けて考

えている。 

 

・どれも三角形の３つの角

の和を使って考えてい

る。 

１８０×２＝３６０ 

   答え ３６０° 

１８０×３－１８０＝３６０ 

      答え ３６０° 

１８０×４－３６０＝３６０ 

答え ３６０° 

１８０＋１８０＝３６０ 

      答え ３６０° 



９ 板書計画（第６学年） 

 

10/6 円の面積 

○め   ○自  ○チ  

 ○集  

○問   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

○見  

 

  

 

 

 ○ま  

 

 

 

色のぬった部分の面積の求め方を

考え，説明しよう。 

 

色をぬった部分の 

面積の求め方を 

考えましょう。 

 

・正方形の面積が使えそう。 

・円の１/４の面積を求めたらいい。 

 

面積の求め方が分からないものでも，図形を組み合

わせれば求めることができる。 

 

（式）１０×１０＝１００  

１０×１０×３．１４÷４＝７８．５  

１００－７８．５＝２１．５  

２１．５×２＝４３ 

１００－４３＝５７     

答え５７㎠ 

 

（式）１０×１０×３．１４÷４＝７８．５  

１０×１０÷２＝５０ 

７８．５－５０＝２８．５  

２８．５×２＝５７   

答え５７㎠ 

 

今まで勉強した面積の求め方を使

って求めている。 

（式）８×１６＝１２８ 

８×８×３．１４÷４×２＝１００．４８ 

１２８－１００．４８＝２７．５２ 

答え ２７．５２㎠ 

－ ＝ 

×２＝ 

－ ＝ 


